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2014 年（平成 26 年） 

１１月１日(土) 発行 
火災件数【八女市 32件】【広川町 13件】 

救急件数【八女市 2,383件】【広川町 581件】 

【高速・その他 16件】 

(平成 26年 9月 30日現在) 

 

１１
月
９
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
７
日

間
、
全
国
一
斉
に
秋
季
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

 

平
成
２５
年
の
当
消
防
本
部
管
内
の

火
災
件
数
は
４６
件
発
生
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
秋
、
冬
に
約
６
割
の
火
災
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
【
表
１
】 

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
空
気
が
乾
燥
し

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
と
な

り
、
ま
た
、
寒
さ
が
増
す
に
つ
れ
、
暖

房
器
具
等
の
火
気
器
具
を
取
扱
う
機
会

も
増
え
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

  

全
国
的
に
み
る
と
、
平
成
２５
年
の
火

災
に
よ
る
死
者
は
１
６
１
６
名
。
そ
の

う
ち
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
９
９
２

名
と
約
６０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
う
ち
６
９
８
名
は
６５
歳
以
上

の
高
齢
者
で
す
。 

当
消
防
本
部
管
内
に
お
い
て
は
、
平

成
２５
年
に
お
け
る
建
物
火
災
の
発
生

件
数
は
２１
件
で
、
死
者
が
１
名
、
負
傷

者
が
９
名
発
生
し
て
い
ま
す
。 

住
宅
火
災
に
よ
る
死
因
の
ほ
と
ん
ど

は
、
火
傷
や
火
災
時
に
発
生
す
る
煙
（
一

酸
化
炭
素
等
の
有
毒
ガ
ス
）
に
よ
る
も

の
で
す
。 

わ
れ
て
い
ま
す
。 

【
煙
の
速
さ
】 

 

煙
の
速
さ
は
、
火
の
広
が
る
速
さ
よ

り
早
く
、
温
度
や
燃
焼
速
度
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
水
平
方
向
で
は
毎
秒

０.３
～
０.８
ｍ
、
垂
直
方
向
で
は
毎
秒
３
～

５
ｍ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。（
人
間
の
階

段
で
の
垂
直
方
向
へ
の
移
動
速
度
は
、

毎
秒
０.５
ｍ
程
度
） 

【
煙
の
流
れ
方
】 

 

煙
は
火
災
で
熱
せ
ら
れ
る
と
、
空
気

よ
り
軽
く
な
り
上
昇
し
ま
す
。 

 

上
昇
し
た
煙
は
、
天
井
に
あ
た
る
と

横
方
向
に
広
が
り
、
煙
の
量
が
増
え
る

と
床
近
く
ま
で
下
が
っ
て
き
ま
す
。 

 

煙
は
火
元
か
ら
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
、

冷
却
さ
れ
て
下
降
し
、
視
界
を
遮
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
【
表
２
】 

  

【
表
３
】
ガ
ス
の
種
類
と
特
性 

【
煙
の
恐
ろ
し
さ
】 

 

火
災
時
に
、
焼
損
・
延
焼
し
に
く
い

耐
火
建
築
物
で
も
、
内
装
や
収
容
物
に

は
可
燃
物
が
多
く
、
こ
れ
ら
が
燃
え
出

す
と
、
多
量
の
煙
が
発
生
し
ま
す
。
新

建
材
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
、
木
材

の
１０
～
２０
倍
の
煙
が
発
生
す
る
と
い

【
煙
に
含
ま
れ
る
有
毒
ガ
ス
】 

 

煙
に
は
、
多
く
の
有
毒
ガ
ス
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。【
表
３
】 

 

有
毒
ガ
ス
の
う
ち
最
も
危
険
な
の
が

一
酸
化
炭
素
で
す
。
一
酸
化
炭
素
は
、

無
色
無
臭
の
気
体
で
、
火
災
で
は
ど
の

場
合
で
も
多
量
に
発
生
し
ま
す
。
軽
い

中
毒
症
状
は
頭
痛
、
め
ま
い
、
吐
き
気

等
で
、
重
症
化
す
る
と
死
に
至
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。 

【表２】室内における煙の流れ方 

 

住
宅
内
で
一
酸
化
炭
素
等
の
有
毒
ガ

ス
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
火
災

を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
。 

 

し
か
し
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、

煙
が
部
屋
に
充
満
す
る
前
に
火
災
の
発

生
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

そ
の
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。 

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
消
防
法
で

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
基
準
】 

 
 

【
日 

時
】 

１２
月
６
日
（
土
）
９
時
００
分
受
付
開
始 

【
場 

所
】 

八
女
市
総
合
体
育
館 

【
参
加
資
格
】 

八
女
市
・
郡
内
の
小
学
校
及
び
道
場
、

剣
道
ク
ラ
ブ
の
少
年
剣
士 

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
寝
室
と
階

段
（
２
階
以
上
の
階
に
寝
室
が
あ
る
場

合
）
に
設
置
が
必
要
で
す
。
【
表
４
】 

 

台
所
へ
の
設
置
も
お
勧
め
し
て
い
ま

す
。 

 
設
置
後
は
、
定
期
的
に
作
動
確
認
や

【表４】住宅用火災警報器の設置場所 

手
入
れ
を
し
、
火
災
発
生
時
、
正
常
に

作
動
す
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。 火

災
発
生
時
に
は
、
設
置
し
た
住
宅

用
火
災
警
報
器
に
よ
り
早
期
に
発
見

し
、
初
期
消
火
や
早
め
の
避
難
、
１
１

９
番
通
報
に
つ
な
げ
、
火
災
に
よ
る
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。 

 

 

一
酸
化
炭
素
は
、
日
常
生
活
で
も
発

生
し
ま
す
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
七
輪
等

を
使
用
す
る
際
に
は
、
こ
ま
め
に
換
気

を
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

【
事
例
１
】 

 

住
宅
に
お
い
て
、
深
夜
就
寝
中
、
中

学
生
の
長
男
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

音
で
火
災
に
気
付
き
、
両
親
と
妹
を
起

こ
し
屋
外
に
避
難
。
そ
の
際
、
母
親
に

よ
り
１
１
９
番
通
報
が
な
さ
れ
、
建
物

が
全
焼
す
る
火
災
で
あ
っ
た
が
、
死
傷

者
は
出
な
か
っ
た
。 

【
事
例
２
】 

 

共
同
住
宅
の
住
人
が
、
鍋
を
コ
ン
ロ

に
掛
け
た
ま
ま
外
出
。
隣
人
が
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
音
に
気
付
き
、
隣
の
部

屋
か
ら
煙
が
出
て
い
た
た
め
１
１
９
番

通
報
。
早
期
に
発
見
さ
れ
た
た
め
、
鍋

の
内
容
物
の
み
炭
化
し
て
い
る
状
態

で
、
火
災
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。 

 

【
表
１
】
管
内
四
季
別
出
火
件
数 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

「ちょっと教えて♪消防士さん」は、今回お休みします。 

地域の救急体制の構築に貢献 

 ９月９日（火）、東京都千代田区で行われ

た平成２６年度救急功労者表彰式において、

当消防本部より増永順三消防士長が消防庁

長官表彰を受賞しました。（今年度の受賞者

は、増永消防士長を含め全国で１７名。） 

 ９月２０日（土）、八女観光物産館「ときめき」南側特設ステージ

及び八女伝統工芸館西側駐車場において八女地区消防フェスタ２０

１４を開催しました。 
 特設ステージでは、オープニングの他、管内の幼年・少年消防ク

ラブ員を対象に実施した防火ポスターコンクール表彰式、八女伝統

工芸館西側駐車場では防火防災に関する体験コーナーを実施しまし

た。 
 会場は、多くの家族連れで賑わい、子ども達の笑顔で溢れ、「子ど

も達が楽しみながら防火防災を学ぶ」という当初の目的を達成でき

ました。たくさんのご来場ありがとうございました。 

【幼年消防クラブの部】全５２７作品 

最優秀賞 下広川保育園 野田蒼真 

優秀賞 忠見保育園 中園瑠亜 

【佳作】 
白百合幼稚園 平 田 煌 
白百合幼稚園 森美衣奈 
忠見保育園  上村奏音 
岡山保育園  内田汐音 
光友保育所  大神瑛辰 
北山保育所  松﨑結衣 
下広川保育園 深野真央 
【八女地区防災協会長賞】 
福島幼稚園  井上聖毅 
八女中央保育園 岩永時季 
光友保育所  深町愛喜 
木屋保育所  嶋 美 恒 

木屋保育所  仁田原渚虹 
ふじなみ幼稚園 内藤光紅 
星 光 園 栗秋さくら

【八女地区消防設備士会長賞】 
さいしょうじ幼稚園 原 知 寿 
白百合幼稚園 今井孝大郎 
光友保育所  原 愛 来 
斗和保育園  小 川 葵 
西 光 園 中村真珠

黒木保育園  松木彩那 
矢部保育園  森 山 夏 
 
 

【少年消防クラブの部】全１３３作品 

最
優
秀
賞 

 

広
川
町
少
年
消
防
ク
ラ
ブ 

井
上
あ
か
り 

優
秀
賞 

 

八
女
市
立
花
少
年
消
防
ク
ラ
ブ 

利
根
舞
香 

優
秀
賞 

 

広

川

町

少

年

消

防

ク

ラ

ブ 

中
村
友
香 

【佳作】 
八女市少年消防クラブ 樋口楽人 
広川町少年消防クラブ 末安優来 
八女市矢部少年消防クラブ 坂梨瑠奈 
【八女地区防災協会長賞】 
八女市黒木少年消防クラブ 松尾渚沙 
八女市黒木少年消防クラブ 酒井美葉 
八女市星野少年消防クラブ 山 下 雛 
【八女地区消防設備士会長賞】 
広川町少年消防クラブ 丸山瑠唯 
八女市黒木少年消防クラブ 内藤碧海 
八女市矢部少年消防クラブ 栗原ひかり 

  

福岡県筑後地域で大規模地震発生とい

う想定で、緊急消防援助隊の技術・連携の

向上と応援体制、受援体制の確立を図るこ

とを目的に、平成２６年度緊急消防援助隊

九州ブロック訓練が実施されます。 
【訓練日時】 
 １１月２２日（土） ９時００分 
   ～２３日（日）１２時３０分 
 本会場は、久留米市リバーサイドパーク

ですが、２２日の訓練では、八女市矢原 

矢部川河川敷においてもサテライト会場

として訓練を実施します。多数の他消防本

部の車両が、市内を走行することが予想さ

れますので、実災害とお間違えのないよう

ご注意ください。 

【緊急消防援助隊とは】 
 消防機関は、法律に基づき、原則とし

て、市町村単位で運営されています。 
 しかし、大規模災害や特殊災害が発生

したとき、被災地の消防機関だけでは対

処できないことも想定されます。 
 そのようなとき、被災地の要請を受け、

空や陸から応援部隊が駆けつけます。 
 この応援部隊こそ「緊急消防援助隊」

です。 
 緊急消防援助隊は、地域を越えた消

火・救助活動を実施します。 
 当消防本部では、消火隊１隊、救急隊

１隊を緊急消防援助隊に登録していま

す。 

楽しみながら防火・防災を学ぶ 

管内幼年・少年消防クラブを対象に実施 

大規模災害発生に備えて・・・ 

優秀賞 辺春保育園 中村優香 

【東日本大震災における当消防本部の活動】 


